
委 員 長　堀之内壯平　　副委員長　安田　年道
小委員長　中村　晶宣（会場監督）
　　　　　堀川紘一郎（ニコニコBOX担当）
　　　　　宮本　圭子（おもてなし担当）
　　　　　宮﨑　信之（出席担当） 　廣澤　浩一（プログラム担当）
　　　　　山本　禎昭（ロータリー情報担当）  
　　　　　安田　年道（親睦担当）  
委　　員　市川　亮太・奥谷　和久・多原　智子・佐藤　直美
　　　　　奥中　伸介・余野部卓司

≪基本方針≫
　会長方針の例会充実を最優先に据え、会員相互の理解を深めるために、例会は内部卓話
を最優先に運営します。
　また、種々の機会を通じて親睦の充実をはかり、会員の方に喜んで頂ける企画を委員会
のメンバーと企画します。
　ご協力よろしくお願い致します。

⃝会場監督（SAA）
食事時間に会員が同じテーブルの方とコミュニケーション出来る環境になるように、
座席の配置を適宜変更（くじ引き等）し、多くのメンバーと交流できるように工夫し
ます。

⃝おもてなし担当
ゲスト・ビジターに対して細やかな対応を心がけます。

⃝出席担当
RCの原点は、まず出席が、第一。　メイクアップの運営を促進して、出席率の向上
を目指します。

⃝プログラム担当
例会では、内部卓話・外部講師の卓話等の充実をはかり「ためになる内容・リアルの
内容」をメンバーに提供する事を心掛けます。

⃝ロータリー情報担当
情報の提供を積極的に心掛けます。

⃝親睦担当
会員・ご家族を含めて、楽しい時間を過ごせるような企画を検討します。

クラブ管理委員会
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委 員 長　北森　隆文
副委員長（会員選考）　神戸　安男

会員選考　空森　栄幸
稲濱　建夫
山口　　隆
奥井　　実

職業分類　福森　直樹

　基本活動方針として掲げられた「71年目からの新しい一歩」を基に、本年度の会員増強
委員会が純増２名を目標に始まりました。
　これまで先輩諸兄が培ってきた当クラブの伝統を重んじながら、そこに新たな風を吹か
せることで、これまで以上に魅力溢れるクラブになることと信じています。
　クラブのイメージは、入会候補者の勧誘に直接関係します。そのイメージを向上させる
ためにはクラブの現状を評価し、質の高いインパクトのある活動を一貫して行い、活気あ
る楽しい活動を行うことで、やがて人々の関心を寄せるようになり、入会の誘いも受け入
れてもらいやすくなります。
　また、活気ある楽しいクラブは、退会者をゼロにします。本年度は退会者が出ないよう

「あぁクラブに参加して楽しいな」と思っていただけるよう、各委員会との連携を密にして、
笑顔溢れる楽しいクラブを構築していくよう努めてまいります。
　初めての委員長を担う事となりますが、皆様の温かいご指導とご鞭撻をいただきながら
精一杯頑張って参ります。一年間どうぞよろしくお願いいたします。

会員増強委員会
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委 員 長（職業奉仕）　南出　政彦
副委員長（社会奉仕）　稲濱　建夫

委　　員　神戸　安男
澤野　周勇
奥井　　実
別所　泰広
山下　雅一

≪基本方針≫
　本年度、初めて当委員会を担当させて頂く事になりました。少し不安な気持ちですが、
経験豊富な先輩委員の皆様に協力を頂き会長方針に添えるよう尽力したいと思います。
職業奉仕につきましては、職業倫理の推進と地域社会でのキャリア支援などが重要と考え
ます。地元地域の職業（自己）スキルの向上を図ることにより、個々のロータリアンが自
分の職業を通じて社会に貢献する運動を伝播できると考えます。又この様な活動をする事
により新入会員増強につながれば幸いです。
　社会奉仕につきましては地域社会への貢献を第一に考え、環境保全市民会議のクリーン
ウォーク等の事業に参加し、持続可能な地域社会つくりに寄与したいと思います。
　１年間よろしくお願いいたします。

≪事業計画≫
　・職場見学（クラブ管理委員会と協力）
　・地域社会の一助となる職業奉仕の倫理推進事業（職業奉仕月間）
　・環境保全活動への参加（社会奉仕）

職業奉仕・社会奉仕委員会

− 10　−



委　員　長　大西　正人
副 委 員 長　小坂　元治
クラブ会報　増田　　雄

福森　直樹
奥谷　和久
佐藤　直美

 雑 誌 担 当　松川　英一
ホームページ担当　宮﨑　信之

川向　啓造

　広報委員会は、クラブ内と外部に対しまして、広報活動を一括して行う委員会です。
　前年度から新型コロナウイルス感染症対策による活動の自粛や行動制限も無くなり、今
年度も外部への広報活動をより一層積極的に進め、ロータリークラブの活動や役割への認
知度を高めていきたいと思います。その際、出来るだけ統一した服装着用（Tシャツ、ジャ
ンパー等ユニホームの再検討）により、クラブ内の一体感と外部への存在感を発信出来れ
ばと思っています。
　会員の皆様からの多数の投稿と、クラブ会報委員からの原稿の依頼にご協力をお願いし
ます。

⃝活動内容
　１．マンスリーを月１回発行する。
　　　・クラブの活動方針、地区の行事、活動に関する記事
　　　・各月の行事予定、告知板、同好会コーナー等
　　　・会員の意見、随筆、情報発信の記事等
　　　・例会記録等の掲載

　２．クラブの日の例会時に「ロータリーの友」誌の読みどころを紹介する。

　３．１年間の活動を整理し、年報を発行する。

　４．ホームページ活用を主として、クラブの活動全容を広く広報する。

広報委員会
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委 員 長　山出　美材　 　　　　　　
　　副委員長　北森　　徹（国際奉仕担当）

青少年育成担当インターアクト活動担当　上田　功介　 　　　　　　
多原　智子　 　　　　　　
宮本　圭子　 　　　　　　
市川　亮太　 　　　　　　

ロータリー財団支援活動担当　榊原　成人　 　　　　　　
米山奨学金支援活動担当　丸山　統正　 　　　　　　

　国際奉仕･青少年奉仕委員会は、ロータリアンが、国際理解、親善、平和を推進するた
めに実施できること全てからなります。方法は、他国の文化、慣習、業績、抱負、問題を
知ることであり、個人交流であり、人々に役立つクラブの活動やプロジェクトすべてに協
力することです。ロータリー綱領「奉仕の理想に結ばれた、事業と専門職務に携わる人の
世界的親交によって、国際間の理解と親善と平和を推進すること」にあります。
　青少年奉仕委員会活動は、上野高校あすなろインターアクトクラブ・伊賀白鳳高校イン
ターアクトクラブのスポンサークラブとしての支援、青少年交換プログラム派遣学生募集、
又、ポリオ撲滅募金の活動を進めてまいります。
　北森徹（国際奉仕担当）、上田功介（青少年育成担当インターアクト活動担当）、山下雅
一委員、宮本圭子委員、多原智子委員、榊原成人（ロータリー財団支援活動担当）、丸山
統正（米山奨学資金支援活動担当）さんと共に１年間目的達成に頑張ります。会員の皆様
のご理解とご支援ご協力をお願いいたします。

≪プログラム≫
　・奉仕プロジェクト補助金（DCS）活用の推進
　・青少年交換プログラム派遣学生の支援
　・韓国第3600地区IA年次大会交流派遣の支援
　・上野高校･伊賀白鳳高校校長、顧問教師懇談会の開催、地区IA教師部会の参加支援
　・地区IA各種大会の参加支援
　・ロータリー財団支援活動支援
　・米山奨学資金支援活動支援

国際奉仕・青少年奉仕委員会
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